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荒川英敏

英マレー選手が 2222度目のウインブルドン 2016201620162016チャンピオンに！

今日、ロンドン郊外のウインブルドンで行われた全英テニス、ウインブルドン 2016201620162016の男子

シングルの決勝戦で、イギリス人アンデｲ・マレー選手がカナダのラオニチ選手を 3-0で破

り 2度目のウインブルドンチャンピオンとなり優勝賞金￡2m（2 億 6000 万円・￥130/￡）

を獲得した。これは戦後では初めてのイギリス人選手として、複数回の優勝者となった。

2222度目のチャンピオントロフィーを掲げる、アンデｲ・マレー（BBCTVBBCTVBBCTVBBCTVより）

今夏のロンドンは雨がの多い日が続いていたが、今日のロンドンは晴れ時々曇り、気温

22℃、湿度 54%と絶好のウインブルドン日和となった。EU離脱の選択で混乱する国内に、

マレー選手の 2度目の優勝は、国民への嬉しいニュースとなった。

今年のマレー選手は、国際大会で優勝したり、四大大会の一つ、全仏オープンでの準優勝

と好調だった。ウインブルドンでは宿敵のランキング No.1のジョコビッチ選手や No.3の

フェデラー選手が準決勝や準々決勝で敗退したので、マレー選手はランキング No.2の実力

からして、ウインブルドンで優勝するのではと思っていたので、優勝した瞬間は、思わず

ヤッターと右手を突き挙げた。

日本の錦織圭選手は体調不良でのリタイヤがなければ、マレー選手をおびやかし決勝進出

も果たしていたのではと、悔やまれる。来年は、万全を期しての活躍を期待したい。（了）


